
号数 発行日 見出し 内容等1 内容等2

19 昭和34年6月6日

市街の美　絵と文 川端　弥之助

見聞紀談 岡部　三郎

興味ひく民間信仰 小牧　源太郎

美術館の一年　当館主催のもの 第10回記念京展　33年5/1-14 第12回市民美術展　33年8/19-24

川合　玉堂遺作展　33年10/21-11/3 ファン・ゴッホ展　33年12/3-30、34年1/2-5

第1回日展　34年1/27-2/15 1959年京都アンデパンダン展

展覧会案内

20 昭和34年7月3日

ロダンとル・コルビュジェ 最高傑作同志の協和　開館した西洋美術館

見聞紀談 国展のこと　重　達夫 岡部　三郎

トピック ザッキン来日 平八郎の自選展

相次ぐ須田展 朝日新人展

奥深い漆芸の世界 中村　弘子さん

大原美術館を見学 友の会

展覧会案内

21 昭和34年8月5日

日本の現代洋画　その弱点の克服には 夏期講座講演要旨 京大教授　上野　照夫

見聞紀談 岡部　三郎

伊太利・風景画 小野　竹喬氏

展覧会案内

22 昭和34年9月10日

秋のことば 秋野　不矩

秋のスケジュール 美術館を中心に

見聞紀談 岡部　三郎

変貌した五条坂 清水　六兵衛

展覧会案内

23 昭和34年10月15日

大観特集 横山大観遺作展　11/1-23　当館 横山大観という人　在洛画家にきく

見聞紀談 岡部　三郎

展覧会案内

24 昭和34年11月17日

横山大観の芸術　遺作展に寄せて 河北　倫明

見聞紀談 岡部　三郎

展覧会案内

25 昭和34年12月7日

日展に語題を拾う

宮展50年の回顧

26 昭和34年12月28日

冬山のスケッチ 西山　英雄

1960年ことしの仕事アンケート 広田　多津 来野　月乙

楠部　弥一 芝田　耕

岡本　庄三 野村　耕

クリテイク（1） 京大名誉教授・美学　 植田　寿蔵氏　此身帰する所無し

日展見学座談会 京都国立博物館技官 日畑　よし

京都大学文学部嘱託 乾由明

見聞紀談9 岡部　三郎

展示会案内

27 昭和34年2月15日

1960　京都アンデパンダン展作品募集

アンデパンダン忘備録

見聞紀談 岡部　三郎

美術研究所一覧 自由美術京都研究所 新制作油絵研究所

京都美術彫刻研究所 現代美術研究所

関西美術院 紫野洋画研究所

瑠美苑 市民美術共同アトリエ

クリテイク（2） 京大人文科学研究所教授・考古学 水野　清一氏　時代の流れ

展覧会案内

28 昭和35年3月25日

梅原　龍三郎展 梅原の京都時代 黒田　重太郎

クリテイク（3） 関西日仏学館長 モリス・マンコンクル氏　地中海

見聞紀談11 岡部　三郎 後素協会　明治30年代の京都美術展覧会

美術館の一年

展覧会案内

29 昭和35年4月15日

アンデパンダン展特集 質・量ともに発展 アンデパンダン展に出品して

和気　史郎 富谷　道信

小笠原　誠次 市村　司

バーンスティン

京都アンデパンダン展出品者

京都アンデパンダン展4年の｣歩み 井島　勉

展覧会案内

30 昭和35年5月31日

常設展特集 7月開催の予定 常設展への手記　当館学芸主幹　加藤　一雄

当館の所蔵品について

クリテイク（4） 国立近代美術館事業課長　河北　倫明氏

見聞紀談12 岡部　三郎

新古美術品展覧会　明治30年代の京都美術展覧会(2)

展覧会案内

31 昭和35年7月10日

わが師わが友 黒田　重太郎

浅井　忠先生

美術館ちかごろ 京都・パリ陶芸交換展、常設展開設は秋に延期 北脇・梅原氏の作品寄贈、美術家の経歴調査進む

クリテイク（5） 京都市美術館、美術品購入審査委員　大宮　浩堂氏 訪中日本画展

シェル美術賞展 イルミネイション絵画展

美術館夏期講座 今年の市民美術展

見聞紀談 岡部　三郎 日本南画協会明治30年代の京都の美術展覧会（三）

展覧会案内

32 昭和35年8月15日

新中国の印象 日本画家　西山　英雄

近作自評 麻田　鷹司 雲煙　那智

わが師わが友 黒田　重太郎 河合　新蔵さんの思い出

TOPIC 「集団現代彫刻」生れる、20代の陶芸家たち 京都書院画廊再開、堂本尚朗の新作購入

見聞紀談 明治30年頃に出来た京都の画塾

展覧会案内

33 昭和35年9月30日

常設展を開いて 館長　重　達夫

常設展の前と後 岡部　三郎



わが師わが友3 厳しかった鹿子木さん 洋画家　黒田　重太郎

展覧会案内

34 昭和35年11月15日

小林古径・遺作展 古径の作品

わが師わが友4 鹿子木さんの門人たち 洋画家　黒田　重太郎

展覧会案内

35 昭和35年

ことしの日展 そろった大家の出品 写実の水準を示す洋画

壮観立ち並ぶ立像群 特選の作家たち
































































































